
人口減少・少子高齢化対策特別委員会会議記録

人口減少・少子高齢化対策特別委員長 土居 昌弘

１ 日 時

平成２７年８月６日（木） 午後０時０６分から

午後０時０９分まで

２ 場 所

第４委員会室

３ 出席した委員の氏名

土居昌弘、御手洗吉生、木付親次、嶋幸一、後藤慎太郎、羽野武男、馬場林、

吉岡美智子、荒金信生

４ 欠席した委員の氏名

阿部英仁

５ 出席した委員外議員の氏名

な し

６ 出席した執行部関係者の職・氏名

な し

７ 会議に付した事件の件名

別紙次第のとおり

８ 会議の概要及び結果

（１）付託事件の調査計画について協議した。

９ その他必要な事項

な し

１０ 担当書記

政策調査課政策法務班 副主幹 阿孫正明

政策調査課調査広報班 主査 上田雅子

議事課議事調整班 副主幹 姫野剛



人口減少・少子高齢化対策特別委員会次第

日時：平成２７年８月６日（木）本会議終了後～

場所：第４委員会室

１ 開 会

２ 協議事項

（１）付託事件の調査計画について

３ そ の 他

４ 閉 会



- 1 -

別 紙

会議の概要及び結果

土居委員長 ただいまから、人口減少・少子高齢化対策特別委員会を開きます。

お手元に配付の次第に基づき、進めて行きます。まず初めに、「付託事件の調査計画」

についてです。

私のほうで調査計画案を策定しましたので、配布資料をご覧ください。上から２段目、

付託事件欄にありますとおり、本委員会には、①医療・福祉・年金の社会保障対策につい

て、②子育て満足度日本一について、③高齢者の元気づくり対策について、以上３つの事

件について付託されています。

その中から、②の子育て満足度日本一について調査を進めて行きたいと考えています。

調査方法については、従来の執行部からの説明に加えて、参考人招致や現場調査を積極

的に活用し、最終的には執行部に対して政策提言を行いたいと考えています。

次回は、子育て支援のテーマから、ボランティアによる家庭訪問型子育て支援であるホ

ームスタートについての調査を行い、執行部の取り組みとともに、活動をしている団体や

ボランティアの方から直接お話を伺いたいと思います。

今後数回は、子育て満足度日本一について続けて調査を行い、その他の付託事件につい

ては、その後、順次調査を行いたいと考えてます。

なお、必要に応じて、県内調査や、県外調査を行いたいと考えていますが、県外調査は、

今年度は日程の都合等から行わず、来年度の早い時期に調整のうえ設定したいと思います。

県内調査については、年明けに子育て支援施設を中心に行いたいと考えています。

今後の調査項目、開催日程等は、皆様のご意見や調査の進行状況により、必要に応じ柔

軟な対応を行うこととします。

以上ですが、ご意見をお願いします。

吉岡委員 県外調査ですが、できたら来年の８月以降でお願いします。

土居委員長 分かりました。その他ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

土居委員長 特に意見もないようですので、よろしくお願いします。

この際、何かございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

土居委員長 別にないようでありますので、これをもって本日の委員会を終わります。

次回の委員会の日程については、改めて事務局より連絡をさせます。

ご苦労さまでした。


